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第１回「県政ひざづめ談議」概要

○開催日時：平成２１年４月２８日 １４：００～

○開催場所：富士工業技術センター

〔司会〕

大変長らくお待たせいたしまして申し訳ありません。

ただいまから『県政ひざづめ談議』を始めさせていただきます。

本日の進行役を仰せつかりました県広聴広報課の堀内でございます。よろしくお願いい

たします。

始めに横内知事からあいさつをお願いいたします。

〔知事〕

どうも皆様こんにちは。横内でございます。

今日はそれぞれ企業経営をご努力なさっておられる役員の皆様方ばかりでございまし

て、大変にお忙しい方々だと思いますけれども、こうしてお集まりをいただきまして本当

にありがとうございました。日頃県政の推進、あるいは本県の産業の振興にご尽力をいた

だいておりますことに対しまして、心から御礼を申し上げたいと思います。

まあ、それぞれ機械電子産業をはじめとして、先端的な企業経営をなさっておられる皆

さんでありますので、この戦後最悪といってもいいこの不況の中で、非常にご苦労も多い

ことだろうなというふうに思うわけであります。

県といたしましても当面の一番大きい課題は、この厳しい状況を県民の皆さん、企業の

皆さんに歯を食いしばっても乗り切っていただく。そのためにできるだけのご支援をする

ということが当面の県政の一番大きい課題でございまして、いろんなことを昨年来やって

きているわけであります。

その中で中心的なものは、やはり一つは企業の皆さんに資金繰りの面でのご支援を申し

上げるために、商工業振興資金の特に資金繰り融資の部分ですね、これを最大限融資枠を

拡大をしたり、あるいは条件の改善をしたりしまして、国の緊急補償制度と連動をしなが

ら支援を行っているということが一点であります。

この県の資金繰りの融資というのは、経済変動対策融資というふうに言うんですけれど

も、これが一昨年に対しまして昨年度は６．４倍増えまして、それだけ県内の企業の皆さ

ん、この融資制度を借りていただきながらこの状況を乗り切っていただいているというふ

うに思っているわけであります。

それから失業者が増大をしているものですから、これも国の施策と連動してできるだけ

雇用機会を創出をしようということで、今年度は１，２００人相当分の新しい雇用をいろ

んな形で創造するというようなことも一生懸命やっているところであります。

国のほうもいよいよ本格的な景気対策を打ってきていただきまして、先般国会に提出を

された追加経済対策、真水で１５兆円規模の経済対策。これは非常に本格的なものであり

まして、大変に行き届いたものだなというふうに思っているわけであります。

これを今盛んに中身を情報収集しているところでありますが、皆様にとってお役に立つ
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有利な施策をできるだけ活用して、最大限のことはやっていきたいと。６月の県議会に県

としても補正予算を提出をして、切れ目のない施策を取っていきたいというふうに思って

いるところであります。

そんな施策をやっているところでありますけれども、こういった厳しい状況の中で県と

してどんなことをさらにやっていったらいいか、その辺について皆様方それぞれ色々ご意

見がおありになるというふうに思うわけでありますが、そんなことを中心に、今日はどん

なことでも結構でございますので、日頃お考えになっていること、県政に対してご注文あ

るいはご意見、そんなことを忌憚なくお聞かせをいただければありがたいというふうに思

っております。そんなことで皆様方の一つざっくばらんなご意見をお聞かせをいただけま

すようによろしくお願い申し上げましてごあいさつといたします。今日はどうもありがと

うございました。

（拍手）

〔司会〕

それではここで本日出席しております県の担当者を紹介をさせていただきます。

企業の誘致などを推進しております中込産業立地室次長でございます。

〔中込産業立地室次長〕

中込でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

（拍手）

〔司会〕

企業への資金貸し付けなどを担当しております岩波商業振興金融課長でございます。

〔岩波商業振興金融課長〕

岩波でございます。よろしくお願いいたします。

（拍手）

〔司会〕

経営革新などの支援を担当しております尾﨑産業支援課長です。

〔尾﨑産業支援課長〕

尾﨑でございます。よろしくお願いいたします。

（拍手）

〔司会〕

職業訓練等を通じた人材育成などを担当しております佐野産業人材課長でございます。

〔佐野産業人材課長〕

佐野でございます。よろしくお願いいたします。
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（拍手）

〔司会〕

それでは早速意見交換に入らさせていただきたいと思いますけれども、本日はテクノネ

ット「ふじざくら」の皆様と富士北麓・東部地域における産業振興の方策など、知事も先

ほど申し上げましたけれども、ざっくばらんな意見交換をお願いをしたいというふうに考

えております。おおむね対応の時間は１時間を予定をしておりますので、限られた時間の

中ではございますけれども全員の皆様が発言できるようご協力をお願いしたいというふう

に考えております。

それでは早速ご発言をお願いしたいと思います。

いかがでしょうか。

〔参加者〕

では先にちょっと口火を切らせていただいて・・。

横内知事には大変お忙しい中、今日時間を取っていただきましてどうもありがとうござ

いました。また、日頃は郡内地区にも積極的にいろんな対応されていることを深く感謝を

したいと思っています。

ここにご案内のとおり、ここに集まったメンバーはテクノネット「ふじざくら」という

ことで、郡内地区の機械電子、精密機器、プラスチック等々を営む、それぞれ優秀な会社

の社長さんに今日は集まっていただきました。

この郡内地区は、特に山梨の産業の構成の中で高い地位なんですよね。ここは山梨、お

そらく機械電子の工業出荷額というのは１兆８千億ぐらいあると思いますけれども、約４

０パーセントに当たる７千億ぐらいをこの郡内地区で出荷をされているわけですね。それ

で日頃のグローバリゼーションの進展の中で非常に競争が激化をしていまして、それに伴

う技術革新の問題、それと人材の問題。もう一つは先ほどお話のあった資金力の問題、ま

あ経営の強化。こういったものを踏まえて単独で行う事業と、官民一体となって、県のほ

うにもいろんな要請をして一体化をさせていただく中で活力をつけていくということが、

皆さんおそらく今日話の中で出ると思いますけれども。

それともう一つは、百年に一度の不況は底を打ってきたというふうに見る向きもありま

すけど、おそらくこのトンネルを過ぎ切る時には、またかなりの絵柄が変わってきて、も

っと価格競争力とか人材を要する部分の必要性とか、強まってくるんじゃないかと思いま

すね。この富士工業技術センターは約１００年前に創業をした繊維工業試験場ですね、ま

あガチャマン時代を作った元になっているところですので、今度は工業の面でガチャマン

ができるように、一つここの場所においてもっと技術の高度化と言うんですかね、コミュ

ニケーションできるような場所にしていただけたらというふうに思って口火を切らせてい

ただきました。

〔知事〕

テクノネットふじざくらは、まあ異業種交流ということでしょうけれども、単なる異業

種交流ということでもないんですか。一緒に、例えばいろんな連携をして技術革新を開発
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をするとか・・

〔参加者〕

、 、メンバー構成から言うと発注側に当たる大手の会社さんも入っていましてね 富士吉田

大月、上野原などそれぞれの会社が集まって、やっぱり技術の勉強と、それと企業見学会

だとか、先進地はどういうことをやっているのかということを切瑳琢磨しながら、もう６

年目になると思いますけども、そういうメンバーの集まりでして、ただお仲間というだけ

ではなくて、かなり活力ある団体になっていると思うんです。

〔知事〕

まあ県も当面の危機の乗り切り策だけではなくて、産業振興策なんかも色々やっている

わけですけれども、そういう中で一つやっておりますのは、特に三多摩地域との連携です

ね。三多摩地域というのはわが国有数の産業集積地域と言っていいと思うんですね、先端

的な。こことやっぱり交流を深めていくことが、いろんな意味でプラスになるはずである

ということで、最近はずいぶん多摩地域との連携を一生懸命やったりしているわけですけ

どね。

皆さん方、やっぱり地理的な位置からして、あちらのほうとのいろんな取引がずいぶん

多いものでしょうね、甲府地域以上にですね。

何かいかがですか。

〔参加者〕

工業団地組合の理事長をやっております。

当組合は、県から３０数億円の貸付けを受けているんですが、今お陰をもって１５年を

経て残り残債務６億弱というところまでこぎ着けました。しかしながら、この非常に厳し

い、落ち込みの激しい不況によって償還等には苦慮しています。

金利が今現在２．７パーセントですが、何とかせめて半分ぐらいにしていただきたいと

思います。

また、いい企業で受注の落ち込み具合が５割ダウン、悪い企業は９割ダウンしています

ので、厳しい経営環境下の会社に融資するなど、もう少し踏み込んだ融資体制をお願いで

きないかなと思います。

最後に、人の債務まで背負うほどの実力のある企業がない中で、非常に不安な、極度に

不安な気持ちの中で運営をしているというのが実態ですので、連帯保証の枠組みをなしに

することはできませんかと、まあこういうお願いです。

〔知事〕

まあなんですね、そういう話はどこもみんな同じようですよね。

かつての中小企業事業団の枠組みの中で連帯保証ということでやってきているものです

から、なかなか県単独で制度を直すというのは難しい面があるんですけれども、金利の引

き下げ、あるいはその連帯保証制度というものを何とかというお話は、うーん、なかなか

これは難しい。
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それから確かに融資というのも、いくら県の制度融資というやつは信用保証協会の保証

があると言いながらも、やはり銀行の審査はあることはあって、金融機関というのも、聞

いてみればなるほどなというように思うんですけれども、貸すも親切、貸さぬも親切なん

ていうことを言いましてね、我々のほうはまあ苦しい企業だけにはもう徹底的にいろんな

ことをやって貸してくれと言っても、いや貸さぬも親切ですとか何とか言ってですね、先

々の返済の目途が立たんものにはやっぱり貸すわけにはいきませんというようなことを言

っているわけです。しかしそれは社長がおっしゃるように先々の返済を目途が立つかとい

えば、この不況の状況じゃあなかなか立たないですよね。

だから私どももこれをやるとすると、結局はやっぱり金融機関の融資制度の問題ですか

、 。 、ら 徹底的に県から要請をしていくしかないと思っていますけどもね これはどうですか

担当の課長は・・。

〔岩波商業振興金融課長〕

そもそも県で持っている不況業種対策融資というのは、裏が緊急保証で、緊急保証とい

うのは要は政府保証なんです。だから３８０億円というようなお金が県の制度融資で出て

いるわけなんですけども、そこの担保を全部県で背負うというふうなことはちょっとでき

ません。この経済対策では、据置期間を従来１年だったものを２年にするというふうなこ

とが出まして、それはもう昨日付けで出しましたので、新たに借りる方はそういうことで

返済については若干アロウアンスがでるかなと。

それから与信余力、これは金融機関さんとの話なんですけれども、無担保部分について

は今８千万円が限度ということなんですけども、それについては与信余力があるところに

ついては金融機関の判断で、まあ保証協会との協議が必要なんですけども上げるというふ

、 。 、うなことも国では打ち出していまして 県の保証協会でも検討を始めています ですから

どうしても国の制度に乗っていかないと、実効力のある制度というのは、今回の不況に対

する経済変動ということに対応する融資としては、組立てがなかなか県単独では難しいと

いうふうに思います。

〔参加者〕

ご無理な請求してすみません。

〔知事〕

いやいや、さっきの連帯保証の話と金利の話はちょっと課題として受け止めさせていた

だいて、そういう問題があるということだけはよく認識をさせてもらいます。

どうぞ。

〔参加者〕

大月から参加させてもらっています。

今、お話にありましたように、状況は正にその通りで厳しいものです。ベンチャー企業

として自分らがここまで石にかじりついてやってきているんですけども、この不況は正に

それを根こそぎさらっていっちゃうんじゃないかというような危機感ですね、そういうも
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のをひしひしと感じます。

それを大分もう時間は過ぎているんですけども、この景気、去年の暮れ辺りに起きた景

気の落ち込みで、契約寸前までいったものが３台、５台、全部止められてしまって、メー

カーさんに、その半年間、４月までぐらいはもうほとんど話が０だったんです。これから

先どうしようかなと思っている４月に入って、大手メーカーさんの技術の部分とか技術的

に困っているというメーカーさんが技術オファーを出したり、あるいは試作をやってみろ

というような段階になりつつあるのは今の底辺で動き始めたのかなというのは感じられる

部分ですね。

ちょっと話はずれますけども、我々ベンチャー企業は、いろんな支援制度等を十分活用

させてもらっているんですけども、ここの部分だけもうちょっと支援してもらえないかな

と思うところがあります。商品を作り、開発して売り出すまでの技術力というのはそれぞ

れ企業さん、メーカーさんがお持ちだろうと思うんです。だけどブランド力がない。ブラ

ンド名が世の中に伝わらない。そして企業もわりと知られていない。いわゆるそういう意

味の信用度が非常に低い。

３月頃だったでしょうかね、東京都が始めましたことをご存知だと思うんですけども、

企業の、いわゆる開発力のある、いわゆる商品価値のあるものを東京都が検証して企業に

フィードバックする、そしてプレスにその情報を流す。そういうことを東京都はもう３カ

月、４カ月前にそれを始めているんですね。

我々ベンチャーの企業にしてみれば、まあ分かりやすく言うと水戸黄門の印籠みたいな

もので、非常に世間にアピールできるわけですね。それを、ああ県がそうしているんなら

大丈夫だろうという、そういうものを山梨県でも形を変えた支援というか、そういうもの

をやってもらえないだろうか。私ども、ちょうど足掛け８年になるんですけども、日本各

地でプレゼンして展示会してやって来る中で、たまたま大手の商社さんと話をする機会が

あって、お宅もあっちこちよくやっているねと言われました。つまりその会場に来た人、

見てくれる人は「素晴らしい。こんなの中小企業に今までないよ」と言って評価してくれ

るんだけども、そこを過ぎるともう分からないんですね。それでいわゆる欲しいと言って

くれる人はその中のほんの０．０何パーセントの人しかないんです。大手企業さんが我々

、 、の所を見付けてくれるのに そういう展示会や何かでもって見付けてくれるんじゃなくて

ホームページで見付けてきては私どものところに来てくれる。じゃあ展示会は何だったん

だろうって。自分らはもう８年間の中の２、３年間は物づくりでその製品をグレードアッ

プするために社内でやってましたけども、残りの５年間、６年間はほとんど日本全国を展

示会で歩いている。だけどもこの景気でもってそんなものは０に返っちゃった。そういう

なんかジレンマに乗っかっちゃっているみたいなところがあって、そういうことも大変な

んですけども、いわゆる東京都がやっているような、まあここにおいでの皆さんの優秀な

技術を持ったものを全部が全部そうできるかどうかというのはそれは問題あるでしょうけ

ども、いわゆる将来性だとか、地域の仕事の創出とか、そういういろんなことを考えた中

でそういう公の立場の検証といいましょうかね、そういうもののブランドのアップに使え

るというか、そういう支援ですね、そういうものを・・。

〔知事〕
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東京都がやっているというのは石原知事が言っていましたけども、何か非常に新しい技

術みたいなものを都が認証して、まあ一種の表彰するような制度。例えば何か水をある加

工すれば水が燃えるんだそうですね。そういうものを作っている企業があるというような

ことを言って、それを顕彰をした、ＰＲ、都として表彰し大いに技術をＰＲしたりすると

いうようなことをやっているということを聞きましたが、そのことですか。

〔参加者〕

そうですね。例えば梨大で取り組んでいる燃料電池の問題もありますし、我々民間の中

にもそれぞれ優秀な技術を持った企業さんもある。そういうものを、いわゆる公の立場で

検証して、それをフィードバックする、あるいはプレスに流してくれる、そういう支援の

仕方というのもあるんじゃないかなというふうに思うんですね。それは我々、中小零細あ

るいはベンチャーと言われる連中にとっては泣き所なんですよね。自分らがいかにしゃか

りきになって飛んで歩いても、なかなかそれを分かってもらえるというのはできない。そ

れは大手メーカーさんが作って物を売れば黙っても・・。

〔知事〕

まあ信用力がありますからね。

〔参加者〕

信用、それがあるものだから買ってくれます。余談ですけども、先週ですかね、長野県

のある有名なメーカーさんが 「キーマン」といってキー溝を加工する機械、いわゆるブ、

ローチ盤の芯ズレが１００分の３以内に収まらないで困っていると。私と専務で行って話

を聞いてみたら、作ったものの１００％の内の４０から５０を捨てている。ここを何とか

して欲しいと。それだったらうちのほうは大体１００分の１以内ぐらいだったら収められ

ますよ。そしたら早速、じゃあ機械から仕事から見積もって下さいというのが、まだ見積

もりを出したばっかりですが、そういうふうにやっぱり困っている人は今の時代ですから

ネット、ホームページを見ながら来ますけども、一般的にもうちょっと引きを出したいな

と思う余裕なりつてがないものですから、そういういわゆる公のそういうものがあると、

またそれなりに違った状況が開けていくんじゃないかなと思います。まあ突然で申し訳な

いですが。

〔知事〕

いやいや、とんでもない。まあそれは大変に大事な指摘だと思いますので、よく検討し

てみたいと思います。ありがとうございました。

〔参加者〕

私は２点ほど知事さんにお願いしたいなと思っています。

小菅は見ての通り村外に出るのに大変不便な所でございます。今知事さんが一生懸命進

めていただいております松姫峠ですが、あれが完成すると、大体聞きますと３０分近く早

く色々な所に行けると、そういうような形ですので、何とかそれを計画通り、大変財政的



- 8 -

に厳しい状況だと思いますが進めていただきたいなと、このように思っています。

私どもも社員を研修に出すにも、もう３時には上がらないと都留とか塩山とかには研修

。 、 、 、に出せません そのトンネルができますと 都留の６時からですか その社員の研修とか

そういったものに出すにも５時まで仕事をやって出せるような状況ですので、一日も早く

そのトンネルを開通していただきたいなと、こういうことでございます。仕事のほうも甲

府とか、それから静岡とか、色々そちらのほうに、東京には出ていくんですが、３０分近

くなりますとかなり遠くのほうまでエリアが広がりますので、何とか期待していますので

一日も早くそれをお願いしたいと思っています。

もう一点は、これ私が普段感じているわけなんですが、電線を地下に埋めていただく工

事を進めていただきたいということです。吉田に来てもこの日本一の富士山を、いいな、

写真撮りたいなと思いますと電線があってちょっとカメラを下ろすような状況になります

し、また災害とか地震とか色々起きた時にも、東京都がかなり進めているようですけど、

そういった線を地下に埋めまして災害が少なくするような対策を取っているようでござい

ます。

埋めますことによりましてかなり仕事が創出できるんじゃないかと思いますので、是非

県でもそういった仕事を後押ししていただいて、東京電力と進めていただければいいなと

思いますので、是非その辺をよろしくお願いいたします。

〔知事〕

松姫峠は予定どおり、あるいは予定よりもっと早くやるようになると思います。今、大

月のほうから掘っているわけですね。これはもう今年中にはできますよね。今度、向こう

から掘り出すわけですけどね、それも予定どおりですから、あれ２２年でしたっけね予定

は。

〔参加者〕

開通は２４、５年頃になるから・・。

〔知事〕

もうその予定の時期には間違いなく、あるいはそれよりも早くできるだろうと思います

ね。後は１３９号のずっと南のほうに狭い所がありますよね。その辺のところの整備をし

なければいけないですね。まあそういうことも含めてこれは大丈夫ですから。

あと電線の地中下も、力を入れていまして、特にこの地域は。やっぱり世界文化遺産な

んかになっていく地域ですから、電線の地中下というのは非常に大事で、もう主要な道路

については全てやるぐらいのつもりで今進めているところなんですけどね。ただこれから

事業が、拡幅の事業をするような所、例えばこの１３８号線の新谷地区の拡幅をしようと

しているわけですが、こういう所が拡幅が終わらないととできないですよね。だからどう

してもまだ１０年近く掛かるわけですがね。大体もう道路事業として終わったところは、

もう電線は地中下していくようにしようとしているところなんですけどね。まあ大事なこ

とだと思っております。



- 9 -

〔参加者〕

よろしくお願いします。

〔参加者〕

私、２点申し上げたいと思いますけど、まず１点は今の緊急経済対策。色々な話は皆さ

ん方が言っているとおりだと思いますが、金利返済の延長、これはなんとしてもしてもら

いたい。というのは、本当に経済がざっと半年ぐらいで立ち直るだろうかと。今お金を借

りて、政府からのやつを借りたりしていますけども、それでその後のことを私はどうして

も心配になってしょうがないんですよ。

今の経済の立ち上がりがまだもっと先に行くだろうと。その時に早く見守って手を打っ

て、もう少し金利の返済、元金の返済なんかを延長する施策をしておくべきじゃないのか

なと。まあこういうようなことを思います。

それともう１点は、これはまた違う観点からですけども、テクノネットふじざくら、私

も一番最初からのメンバーですけども、やはりこの地域、私は忍野村なんですけども、ど

うしても甲府のほうに行く色々な会議がある。やっぱり距離が遠く感じてしょうがないん

ですよ。先ほど言われたように、郡内の経済の金額を置いてみると、結構ウェート的には

こっちが人口の割には多いと思うんですよ。そういう形なのでこれから先を考えた時にど

うしても国中のほうまで行くでなくて、この工業技術センターを中心とした考え方、また

将来を考えた時には何かこの辺の学校関係ですか、教育関係ですか、郡内の中から、将来

、 。の人間を教育するような 何かそういうものを作っていかなきゃならないんじゃないかと

日本の場合には工業で生きるわけですから、やっぱり専門の学校ですか、高専みたいな形

にどうしても、これは絶対将来の自分たちの子どものためには、郡内のためには欲しいな

と。また工業技術センターをもう少し、私とすれば格上げするような形の施策を、基本的

な戦略として欲しいな、してもらいたいなと。

そしてやっぱり交通アクセスとすれば、我々は静岡に近い、こちらのほうは富士宮に近

いし、こっちは神奈川に近いわけですけども、そういう中で国中と郡内、まあトンネルは

できるようですけどね、そうするとすごくアクセスは良くなるとは思いますけども、そう

いう観点から郡内のほうの工業技術の、それから山梨県内全体を考えてみても、やっぱり

将来の子どもたちの教育、工業技術の教育というものを考えてみるとどうしてもそういう

ものはやっぱり何か欲しくてしょうがないんですよね、将来を、私の年齢から言えば子ど

もたちのためにという。その辺のところを知事さんにお願いしたいなと思って出て来たん

ですけど。まあ一つそのような観点で、金融面、今の緊急経済と、それから将来をもっと

考えるという、２点という形でお願いしたいなと思います。

〔知事〕

まあ教育、高専、高等専門学校的な教育機関を作る、作ってという話は前からありまし

てね。ただ現実的にやっていくとなると、やっぱり塩山に産業技術短期大学校というのが

ありますけれども、ああいうものを充実をしていくというのが非常に現実的だと思うんで

すね。

今から高等専門学校を作るとなると５年制になり、かつ、何でしょうかね、まあいろん
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な許認可の関係から先生を集めたりとか、それから土地の手当をして云々となると、これ

から初めて学校ができて、そして子どもが卒業していくまでに１０年先になるわけですよ

ね、高等専門学校というやつは。

そういうことも考えたりすると、やはり産業技術短期大学校的なものを拡充していくの

が非常にいいんじゃないかなと思いまして、今この郡内のほうにそういう産業技術短期大

学校的なものを造る検討をしているところなんですけどね。

ただ場所については色々意見がありまして、おっしゃるようにその工業技術センターを

核にしてという考え方も確かにあると思うんですけども、一方において工業系の高等学校

との連動を考えていかなきゃいかんとなると都留市にある谷村工業なんていうのがありま

すけども、あの辺との関係なんかもありますし、場所はどうするかということはあるんで

、 、 、すが いずれにしても工業系の高等学校３年にプラスして２年 全体としてその専門学校

高等専門学校と同じような教育ができるような教育機関がこちらに必要じゃないかという

ことは我々も認識し、そう遠くない将来そういうものについて構想をはっきりさせようと

いうふうに思っているんですけどね。

ただ場所についてあまり俺の所へ、俺の所へと言われるとなかなかこれ難しくなってく

るんですけれども（笑い 、一つ私どもお願いしているのは、是非一つその実学の教育が）

できるように、例えば企業の有能な技術者の皆さんが非常勤講師となって教えたりとか、

企業との連携を非常に強めた教育機関、それでないと役に立たないんですよね。そういう

教育機関を作ったら運営について是非一つ、費用も負担しろとまで言いませんから、是非

一つ企業の皆さんに協力をしてもらいたいと。

〔参加者〕

また少し付け加えさせていただきたいんですけども、工業高校の延長線みたいなことで

なくして、少し飛び抜けたような、日本全体に響くような、そういうことを打ち出さない

となかなかぴんと来ないんじゃないかと私は思うんです。工業高校の延長線ぐらいだった

ら普通の所でもやっているんじゃないかと、私はそんなことを思うんですけども、まあ夢

の夢を語っているのかもしれませんけど、そういうことでないと何か進まないんじゃない

かなと。そんなことで色々大変なことがあると思いますけどね。

〔知事〕

そうするとそれは大学を作るような形になりますか。

〔参加者〕

特別な、まあ全国から集まれるような、すごい高専があるよというようなことをするに

は、今の工業高校の延長線じゃなくて、もう少し上のようなことを打ち出さないと響きが

足りないんじゃないかと。思いきったそんな事をするような、私は気持ちでいるんですけ

ど、まあ個人的な意見です。

〔参加者〕

今ある都留文科大学に、工業系と言うんですか、そういう科を新設していくことを考え
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たらどうですかね。都留市でも経営方法を変えようと考えているみたいなんです。だから

この際、工科なんか入れたほうが本当はいいような気がするんですけど。まあ難しいこと

はどういうことがあるか分からないんですけど、きっとそういうところを卒業すると地域

に結構会社もありますから貢献できるような気がします。

〔知事〕

まあ都留文大を都留文理大にしたらどうかというようなことを内々には考えていたこと

があるんですが、何か話をしたことはありましたかな。

〔佐野産業人材課長〕

文科省の関係になりますけれども、今は少子化の時代でございますので、新たな学科の

増設というのは非常に厳しいということは言えるかと思います。ただ、そうした中でやは

り特色というか、地域の特色を出すような検討が進められれば、ちょっと私これ聞きかじ

、 。りで恐縮なんですけども ある程度そういうような方向も出してくれるんじゃないかなと

いろんな産業教育、これがキャリア教育という形で文科省がちょっと力を入れるというよ

うな話も聞いておりますので、そうした中で新たな取り組みが試験的、パイロット的に出

てくるというような可能性もあります。

ただ私ども産業人材ということで、やはり地域の中小企業の皆さんにお役に立てる人材

を何とか入口から出口までということで雇用していただきたいというのが主でございます

から、そういう目標が、例えば高度な設計企画をやる人なのか、ワーカーなのか、あるい

はその中間の産短大とか高専を出た、本当に現場の幹部職員になる人なのか、その辺がは

っきりしてくればやはり地域にとってどれを選ぶか、工業大学を選ぶのか産短大の拡充を

選ぶのか、あるいは工業高校の充実を選ぶのかということにちょっと繋がってくるんじゃ

ないかと私は思って、だから我々としてはやっぱりその中間の現場の技術者の皆さんを中

小企業の皆さんのところへ補給できるような、そういう取り組みを検討していかせていた

だければなというふうに考えております。

〔参加者〕

もう一ついいですか。

アクセスの問題で、都留のインターはいつ仕上がるのかなと思って見ているんですけど

・・。東名から来た場合、都留市へはどうしても大月に行ってまた戻ってこなきゃならな

いから、いろんな不便を感じます。

〔知事〕

おっしゃるとおりですね。ずいぶん時間が掛かって全く申し訳ないんですが、２３年の

春頃には間違いなくできると思います。ただ何て言うんですかね、地権者なんですよね、

問題は。一人どうしてもだめなんですね。本当はもう去年、一昨年ぐらいにできてなきゃ

いかんのです、本当言ってね。もう一人の人間だけがものすごく粘っちゃってどうにもな

らない。まあそんなことで申し訳ないですが・・・。
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〔参加者〕

。 、 。大月から来ました 私は この地域は技術力を持っている会社さんが多いと思うんです

それは私どもが色々展示会だとか、全国に出回ってみて、初めてその地域との差というの

、 、を 自分たちがどのぐらいの位置にいるかというのが分かったというところがありまして

決してこれは他県とか他地域に負けるようなものではないと。そうすると例えば物づくり

というと、この辺ですと例えば諏訪だとか、多摩研究地域だとかというふうに想像するん

ですが、中にはそれにひけを取らないよう技術もたくさんここにはあるわけですね。

ですけど、やっぱり物づくりイコール諏訪だろうというのは、やっぱりそういうブラン

ドというかイメージというものがものすごく、それだけが浸透しているような気がするん

ですね。いろんな方と話をして、山梨ってどういう所なのと聞かれると、富士山があるん

だよと、あとリニアがあるんだよとか、やっていることは半導体だよとか、ロボットがあ

るんだよなんて言うと、それはもう世界的にもすごい所だよねと言われるんですよね。こ

れだけのすごい技術だとか、そういう知名度があるものを、私はもう少しこの地域のブラ

ンドとして発信して、我々の側面の支援みたいなことを県のほうでやっていただければ、

あとはもう企業が技術を上げるということを努力すべきじゃないかと思っております。

外国に出しても富士山の麓から来たんだよ、リニアを持っている技術の地域から来たん

だよ何て言うと、かなりそういうほかの地域よりもいい印象を与えられるんじゃないのか

なというふうに思っておりますので、そのところを一つ考えていただきたい。

〔知事〕

おっしゃるとおりですね。富士山の文化遺産という話が出ただけで、去年辺りは過去最

高の登山客になるわけですから、非常に知名度が上がってきました。やっぱり世界文化遺

、 。 、産になれば これはもう世界的な有数のブランドの高い地域になるだろうと思います ３

４年後には世界遺産登録が実現できるように努力を今しているところです。

〔参加者〕

よろしいですか。私の会社は、元々光化学を研究開発している会社です。

〔知事〕

光化学、ほー。

〔参加者〕

。 。簡単に言いますと照明なんです そういったものを含めてやっている会社なんですけど

たまたまいろんな意味で産業支援機構さんのからみもございまして、ちょうど今お話が幾

つかある中で、かなりシビアな形でやっている会社として意見を言えるんじゃないかと思

います。まず一つ大きなポイントとしまして、不況不況ということで、中小企業に対する

支援の一つに助成金というのがございまして、これを活用することによって新しい産業を

創設して、それに伴って人材の確保ができたりとか、あるいは景気回復にも役立つという

ようなうたい文句で色々お話をいただいて、例に漏れず幾つか、産業支援機構のものも含

めて助成金をいただきましてやっておるんですが、問題がたくさんあります。
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まず一番最初に申請書、今日持ってきましたけど、申請書一つ出すにもこれだけの書類

を書かなきゃいけないんです。皆さん勘違いしているかもしれませんけど、中小企業の社

長は営業マンであって、運転手であって、お茶くみであり、たまには作業員でもあるわけ

です。その人間が申請書をこれだけの形で書いていくのにどれだけの労力が掛かるか。こ

れは大変な作業なんですね。まあいいでしょう、これはとりあえず書いて何とかお話をさ

せていただきましょうと。その次にやりますのは、今度は発表会ですね。この発表会がわ

ずか１０分。１０分間で自分のところの開発を説明できる人間が僕にはいるとは思えない

んです。その１０分間の間にまとまりきらないとそれでＮＧということになる。それが本

当の目的かどうか・・。

〔知事〕

発表会というのは要するにプレゼンテーションですね。

〔参加者〕

プレゼンテーション１０分間、この間に要点をまとめて全てを発表しないとＮＧになる

わけですね。これでは本当に素朴に研究開発だけやっているところにしてみると、この１

０分間で全て自分のところの研究を発表できるということはまずあり得ないと思っていま

す。

プレゼンは相当その審査の中で大きな役割をしますので、せめて内容に合った時間をい

ただいてブレゼンさせていただくのが筋じゃないかと、まず一つお願いします。

まあ運よく採択いただいても、実はこれだけの分厚い書類をこれから提出しなきゃいけ

ないんです。まず実績報告書。これがページ数にして約１５ページぐらい。この二つはど

う違うんですかと聞きましたら、これは素人の方に分かりやすいようにその１５ページを

書きなさいと。１５ページですよ。同じ事を書くわけです。

ただそれよりもっと悲しいことが一つありまして、実は日報を書くんです。毎日毎日で

すよ。何をどう研究して、その結果どうだったかという、その日報を書くんです。その日

報と研究レポートと実績報告書と何が違うんですか。それを全て書かなきゃいけない。そ

れだけで４５ページです。

それだけじゃないですよ。一つの物を買うのにまず最初にパンフレット集めから始めま

。 。 。 、す それから見積書を取る ５０万以上の物については２社以上の合見積を取る その後

今度はこちらの仕様書を作る。それにしたがいまして、この仕様書に当てはまるものの最

終見積もりをいただく。その見積書を元にして、今度こちらは、まあ要するに注文書とい

う形で出していく。その辺のところをずらずら十何箇所、一つの物を買うのに必要とする

わけです。それだけでもどのくらいになってしまうか。相当な書類です。これで一体幾ら

助成していただけるか分かりますか。

〔知事〕

社長さんのところは幾らだったんですか、助成金は。

〔参加者〕
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５００万円です。しかも５００万円自分で出すんです。

〔知事〕

ああ、半分をね。

〔参加者〕

これ、どこの中小企業が手を出しますか。人がいるところは結構だと思います。中小企

業というよりもどちらかというと中企業であり大企業はそういう専門の方がいらっしゃる

のでいいですよ。小企業ではそんなにたくさん人を雇っているわけじゃないんで・・。

〔知事〕

ちょっとその手引書というのを見せて下さい。ものづくり産業支援事業補助金というん

ですね。

〔尾﨑産業支援課長〕

県単の補助金です。

〔知事〕

県単の補助金ね。ああずいぶん細かいんですな （笑い）。

なるほどね。分かりました、改善させましょう。

〔参加者〕

改善していただければありがたいです。例えば今うちのほうでNEDO（独立行政法人 新

エネルギー・産業技術総合開発機構）の支援を受けているんです。NEDOの報告書はわずか

これだけです。これで１億５千万円です。それより多いんですよ、５００万円が。せっか

く助成金という名目でいろんな意味で研究開発をして、雇用の促進であったり、この地場

の産業として根付けるようなものを作ろうと思っても、ちょっと躊躇してしまいます。

それともう一つ、５００万円助成をいただくとすると、１千万とりあえず用意しなけれ

ばなりません。なぜかと言うと全部終わってからなお１、２カ月経ってからでないとお金

はいただけませんので。

〔知事〕

それは採択をされてもですか。

〔参加者〕

採択されてもそうです。

〔参加者〕

全部出しても一応５００万円のお金がいただけるのは全部終わってからです。その前に

自分で１千万円を用意しなければなりません。この１千万円を用意するのにやっぱり金融
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機関にお話を持っていかざるを得ないんです。

やっていける場合はそのまま採択していただけるような形になるんですが、今一番問題

。 。になっているのは実は金融機関ではなくて保証協会ですよ 保証協会でＮＧになるんです

なぜかと言いますと保証協会の場合、１千万円金融機関で申請しますと、１千万円の注文

書を見せろと言うんです。１千万円の注文書があってだれが１千万円借りますか。それが

本当の吉田の保証協会が言ったことです。これは間違いないです。それでお金をどうやっ

て借りてくるのと言うんですね。これでは断念せざるを得ないです。知事にお話する内容

じゃないかもしれませんが・・。

〔知事〕

いやいや、そんなことないですね。

〔参加者〕

実際に、今そういう状況が起きているということをもうちょっと見ていただきたい。せ

っかくみんな一生懸命考えて、先ほどお話があったように素晴らしい技術を持った人はた

くさん、私も知っていますけど、みんなこういうものはやめますね。

せっかくこういうものがあっても、煩わしいことをさせたり、システム的におかしなと

ころがあると何の生きたお金にもならないということを是非ちょっとご理解いただいて、

そこは変えていただかないと。本当に中小企業のその形態をお分かりいただきたいんです

ね。社長なんて名ばかりで、全てのことをやらなきゃいけないわけですから。５００万円

でこれだけの作業をやれといったら、５００万円そのまま一人の人件費です。そういう状

況です。

〔知事〕

まあそれはごもっともだと思いますね。

〔参加者〕

例えば東京都では専門の弁理士がいたりするんだけども、そういった方を県で指定して

やれば、その人が書類を代行してくれれば・・。

〔知事〕

一種の代行ですね。

〔参加者〕

そういうコンサルタントもたくさんおりますけど 大変申し訳ないけどお高いです 笑、 。（

い）

〔知事〕

まあ行政書士さんなんかそういうことをやるんでしょうけども、しかし全部が全部とい

うわけにもいきませんものね。最後の最後まで、まさか実績報告書も全部書いてもらうと
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いうわけにはいきませんね。最初の申請書ぐらいはね、できても。

〔参加者〕

そうですね、ご相談させていただいたりしますけど、県の担当の方じゃなくて、コンサ

ルタントという方々にやっていただく以上は少なからずお金が掛かります。５００万円が

３００何十万円になると、そういう状況になりますね。

〔参加者〕

先ほど人材教育の話がありました。私も国中の機械電子工業会にいつも参加させてもら

っていまして、いろんな要望を県へ要求させていただいています。先ほど話がありました

が、やはり是非この地域に高専、高専が難しいとなれば工業高校プラス２年制の大学です

かね、そうすれば我々も技術屋を派遣してでも、講師になるというようなことを話をして

いますので、是非郡内の辺りにそういうふうな学校を検討していただければというふうに

思っています。

それともう一つ、これは知事さんにお話することじゃないかと思うんですが、今困って

いるのが当社の場合、まあどこもそうだったんだろうと思うんですけども、派遣社員を、

まあこういうふうな状況ですので、あまり新聞ざたにならないように１，０５０人から２

００人ほど整理いたしました。さらに今一時帰休等々でしのいでいるんですが、これが経

済状況が回復してきた時には、夜勤を派遣の方にしていただきたいと。なかなか正社員と

いうのは夜勤をしたがらないですので。

今、製造業への派遣を禁止するというような話がちらほらあって、最終的にどうなるか

ということなんですけれども、実際に行われると我々としてはどうするかなと。この地域

でやれるのか、あるいは東北や北海道まで行かないにしても、日本の中で別のところへ行

。 、くことまで考えなければならないのは恐ろしいことです 製造業への派遣が禁止されると

我々としてはいろんな問題を抱えてしまうなというふうに一つ考えていると。ここは知事

さんに要求することじゃないだろうと思うんですけれど・・。

〔知事〕

いや、分かります。

最初の点につきましては、こちらの地域に何らかのものを作るということで今検討して

いるところでありますが、またそのうちに具体的な構想の段階で色々ご意見がありました

ら是非一つご指摘いただきたいと思います。

その派遣社員の話、あれは日雇い派遣を禁止するんじゃなかったかな。製造業の派遣そ

のものを禁止するわけじゃない、日雇い派遣を禁止するようなことを言っていましたね。

〔参加者〕

我々としてはそういう認識で、どうしても残さなければいけない人間を直接雇用に変え

ました。そのぐらいの覚悟でいます。どうなるかということがはっきりまだ見えませんの

で、１年先か２年先か、多分ある程度経済状況が回復してきた時に、今は夜勤がありませ

んが、夜勤をだれがするかという問題も抱えていまして・・。
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〔知事〕

そうですね。確かに製造業について派遣を一切やめるということになると、ちょっとこ

れ大変なことになるでしょうね。分かりました。その点は我々も、もしそんなことになる

ようならば県としても国に強い申し入れをしたいというふうに思います。

〔参加者〕

中小企業と大企業両方兼ねている立場でございます。

昨年の９月１５日でございましたかね、リーマンブラザーズの破綻以降急激に激減した

というんですかね、受注が落ち込みまして、現在では８５％減ぐらいですかね。したがっ

て作るものがないというのが実態でございます。

したがって先ほども話がありましたように非正規社員はこういう時期だから契約更新を

しない、あとは嘱託、今年金受給が一応６４歳ですかね。だから１００％年金が受給でき

る資格のある人は優先的に社員でも雇いたい。あとは時間外は当然ながら禁止。一時休業

も今やっているという非常に大変な状況になっている。

今度、中小企業の立場から言いますと、今雇用調整助成金の申請をしておりまして、助

成金の上限は７，７３０円ですね。これしか助成金がおりないということで、先ほどお話

がありましたけども色々助成金の申請に掛ける手間の割に助成金の金額が非常に少ないと

いう実態がございまいす。

ハローワークの所長さんから、これはまあこちらの所長さんじゃないんですけど、何か

教育訓練を実施したら１人日額６千円出て、この二つを合わせると１万３千円ぐらい一人

に助成できますよという話を伺いました。ですが、とにかくこの上限を少し上げてもらい

たいなというふうに考えています。実態と合っていないですから。

〔知事〕

９割までみるというんじゃないんですか。

〔参加者〕

最高の額が７，７３０円なんですよ。そこでもう打ち切りだという。

〔知事〕

雇用調整助成金の関係では、国のほうの補正予算では６千億円新規に手当しましたね。

〔知事〕

何かずいぶんその申請が多くて、労働局の担当のところにはもう膨大なものがいってい

て、随分忙しいようですね。

〔参加者〕

それと学校に関しましては、私ども今年４月は１１０名ですかね、グループで新入社員

を採用させていただいたんですけれど、県内からは谷村工業高校、富士北稜、峡南から７
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名。高校生が７名中７名を今年採用させていただきました。短大、大学、大学院に関しま

してはほとんど毎年県外です。県内からはほとんど採用するケースはございません。

〔知事〕

ああそうですか。それは何でしょうかね、質が悪いんでしょうかね。それともその採用

できない理由は・・。

〔参加者〕

なかなか山梨県内で来られるというのはないです。

〔知事〕

割と採りにくいですか。山梨県の若い人というのは割と東京志向が強くて、なかなか留

まらないんですよね。それに工業系の大学というのが山梨大学しかないものですから、ど

うもうまくないですよね、確かに。

〔参加者〕

リクルート活動を一生懸命やっているんですけど、どうも県外から集まるケースが多い

ですね。

それと最後に知事にお礼を言わなければいけないんです。鳴沢村に私どもの研究所がご

ざいます。実は山梨県には情報ハイウェイという光ファイバが高速道路沿いに走っている

んですが、私どもの研究所は村役場から３キロぐらい南のほうに入った所なんですけど実

は光が来てなくて、情報ハイウェイ高度事業化計画かな、その申請書を書けば知事が承認

をされて助成金が出るというお話をお聞きしました。それで申請書を書いて知事に承認を

貰って、実は５５０万円ぐらい掛かったんですけど半分を県が助成してくれるということ

で、残りを村が４分の１、私どもが４分の１ということで負担しました。ありがとうござ

いました。

〔知事〕

些少でありましたが、まあそれはよろしかった。

〔参加者〕

ちょっと金融機関からの融資の問題です。今、県の融資は非常に色々メニューが多いで

すけどね、確かに手続きとか、ちょっと煩雑なものもありました。一番中小企業で役に立

ったのは、やまなし産業支援機構（中小企業支援センター 、昔の中小企業振興公社です）

ね。まあ知事さんが理事長ですが、あそこの機械貸与とかリース、あれはものすごく評判

がいいですね。

〔知事〕

ああそうですか。あれは使い勝手がいいですか。
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〔参加者〕

県内でおそらく小規模の企業さんにあんなに恩恵になるのはないと思うんですね。だか

ら私もちょうど新しい会社を立ち上げて５年目ですけれども、今３本ぐらい実際に機械対

応でリースを利用しているんです。

今、急激な経済不況が来ましたり、経済変動が激しい時ですけども、たまたまこういう

時に逆に一部お返ししておけば楽かなと。

大体県の機械貸与は、一年据え置いて６年償還。そうすると大体３年ぐらい経つと、返

済金額が月当たり仮に３０万円ならあと残債が２００万円から３００万円ぐらい。後２年

、 、 、ぐらいで終わる予定で その若干余裕がある時にお返ししておいて 繰上償還しておいて

そしてその返済金額３０万円をまた次のチャンスにもっていきたいと。そういうような循

環の活用をしていくと中小企業は活性化するのに一番いいのかなと。

なぜかと言うと、一本借りて残債が残って、また一本増やすとまたそこに２５万円なり

３０万円が増えるわけです。そうすると計算上採算が合っても、やっぱり経営なんていう

のはそんな計算はできませんから、やっぱり資金返済は月に６０万円、８０万円出します

というふうになってもう大変になるわけですね。そうすると繰上げにお返ししておいて、

その３０万円の実際一月に払える原資を元に次の整備費に代えると、そういうような何か

非常に資金の転換を早くしていけるわけですね。

〔知事〕

繰上償還を認めないんですか。

〔参加者〕

認めないです。

〔知事〕

そんなことあるんでしょうかね。

〔参加者〕

あるんです、現在。国の高度化資金ですら繰上償還を認めているわけですからね、是非

これ一つ。

〔知事〕

繰上償還を認めないというのはひどい話ですね。どういうつもりなんでしょうかね。

〔参加者〕

まあそれはいい意味で次の投資をしたいために希望するわけですから、まあ是非お願い

したいという、理事長は知事さんですから・・ 笑い 。（ ）

〔知事〕

よく検討してみます。分かりました。
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〔参加者〕

新しい新製品の開発には大体助成がありますよね。それで何回かうちもやったんですけ

ど、確かにいいものはできるんですが、物の売り方を知らないんですよね。プロを県のほ

うで派遣してくれるかちょっと相談したことはあるんですけど、どちらかと言うとやっぱ

りレベル的に問題があるかなと。

〔知事〕

ちょっと低いですか。

〔参加者〕

本当のプロでないとできませんから。ですからテレビショッピングのメンバーとも言え

ませんけど、それなりに、あっ、これなら必ず売れるよというような人材派遣なり相談員

なりを・・・。欲しいなと思ったこともないものですから分からないんですよね。

〔知事〕

一応その制度があって何か派遣はしたわけですか。そういうそのマーケッティングの専

門家というのはいるんですか。

〔尾﨑産業支援課長〕

販路の専門家も二人、三人入れていまして、重点的にやっております。

〔参加者〕

できるだけレベルの高いほうを・・ 笑い 。（ ）

〔知事〕

じゃあ一回それは社長の所へ派遣しましょう。派遣させますから、まあ見て、玉が悪け

れば変えてもらっていいですから （笑い）。

〔司会〕

発言をされていない方、いかがですか。

〔参加者〕

今日も実は上海からお客さんが来ていまして、まず富士山で、先ほども小菅さんも言わ

れたように電柱のない所を探してくれと、紹介してくれと言われるんです、写真を撮るの

に。景観が非常に悪いということを一番最初に感じられたみたいです。そういった所へわ

ざわざ連れていくというようなことをさせていただいているので、特に景勝地というか、

見晴らしのいい所は地中下して下さい。それはまたプラスチックも成形にも絡みますし、

そういった品物もありますので（笑い）よろしくお願いします。

それから先ほどの大学等ですね、技術レベルをちょっと上げるような形の、やはり教育
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は郡内に欲しいなという感じがございます。まあこういった要望ですね。

〔司会〕

ほかに、思い残すことないですね （笑い）。

〔参加者〕

各会社の社長様方から経済に関する事をメインにですね、お話があったんですが、私は

ちょっと観点を変えて総務人事の立場からちょっとお話をお願いできたら・・。

今ワークライフバランスということが盛んに言われていまして、当社でも仕事と生活の

調和を取りましょうということで、今不況ですからその長時間残業労働とか残業はずっと

減ってですね、その点については問題ないんですけれども、やはりメンタル的に心の病に

なる人がやっぱりいるんですね。そして休職している人もいますし、その辺の支援を健康

管理室、産業医、それから産業カウンセラーの協力を得てケアして、そして復職のトレー

ニングなんかもしながら支援をしているんです。

そういうことで仕事に対してはやっているんですが、生活の面で今子どもさんを育てな

がら仕事をされている女性が非常に増えています。そういう女性の意見を聞くと保育所で

すね。やはり子どもを預かっていただかないと自分は仕事ができないということで、通常

この近辺ですと８時半から４時半らしいんですね。申請を出せば早朝と延長保育ですか、

富士河口湖町ですと７時半から１８時まで、富士吉田市ですと７時半から１８時で３０分

ぐらいということなんですが、当社は８時半から１７時までが定時間なんですが、それで

も定時で帰らないと間に合わないんです。状況によっては残業をやらなければいけないこ

ともあるんですけども 「すみません。帰らせてもらいます」ということで、できれば保、

育時間をもうちょっと伸ばしたりできないでしょうか。それと保育所もちょっと増やして

いただけないでしょうか。このような意見が主婦の方からありました。

もう一つあと生活の面で、仕事を終わった後、生活を充実させるような趣味とか、地域

での活動なども必要かなと思うんですね。町とか市の文化的なサークルとか、まあスポー

ツで色々やられていると思うんですけども、その辺の文化的な向上をするための何か県の

施策等がありましたら教えていただきたいなと。

この保育所と、この文化的な、まあ自分個人の生活の向上という意味での県の施策等が

ありましたら教えていただきたいと思います。

〔知事〕

まず保育所の関係につきましては、一応山梨県というのは待機児童というのはないこと

になっているんですよね。調べましても待機児童ありませんということですから、一応勘

定では大体充足しているということなんですけれども、しかし実際その働いているお母さ

ん方から見ればもっと近くにあったほうがいいという希望はあるんだろうと思うんですよ

。 、 。ね それと延長保育 確かに大体は延長保育というのは７時半から６時半ぐらいですかね

本当はもっともっと長くならなきゃいけないです、本当はね。

せいぜい、だから通常の延長保育の時間を３０分早くして３０分遅くする程度の話でし

てね、もっと本当は延長保育をしなければいけないですよね。それから０歳児保育とか、
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そういうものもやっていかなきゃいけない。まあ県のほうはそれに対する支援措置という

のはずいぶんやってはいるんですけどね。さらに充実をする必要が確かにあるというふう

に思っておりますね。まあもっとも、いっぺんにというわけにはなかなかいきにくい部分

もありますけど、認識は十分しております。

まあ文化的なそういう活動をする機会というのは、県の施策としてあるわけじゃありま

せんけれども、いろんなグループというのがあるじゃございませんか、ボランティアグル

ープというのが。そういうものに対する支援措置、助成措置みたいなものがあるんですけ

れども、どうでしたかな。基本的には市町村でしょうね。どんなような活動をしたいとい

う人が多いんでしょうかね。

〔参加者〕

野球、サッカーですね。特にまた子ども、自分の子どもとか、地域の少年を集めて監督

やコーチをやっている人もいれば、もう自分自身がやりたいという人もいる。まあそれは

、 。それなりにやっているとは思うんですけど やっていない人は全くやっていないんですね

私、富士宮から通っているんですけど、市民１スポーツということで色々なスポーツ教室

があってですね、やっている方が多いんですよ。

〔知事〕

富士宮はね。市民１スポーツ。

〔参加者〕

ちょっとこちらがどういうふうかはよく分からないんですけどね、はい。

〔知事〕

まあ基本的には市町村でしょうね、そういうことをやるのはですね。そうですか、分か

りました。保育所の関係はよく分かりましたので・・。

〔参加者〕

総じて色々お願いを、皆さんまあ十二分に言い切れなかったことはまた県庁に押しかけ

（ ）、 、ればいいというふうに思っていますが 笑い 緊急的にお願いしたいと思っているのは

金融の問題が若干出ましたけどね。県が一生懸命去年の暮れはやっていただいて、大体３

月までぐらいの融資はほとんど付いたんですよね。去年の暮れまでは恐らく都市銀行、そ

して中銀だ、信用組合・金庫とか、その辺も全力を挙げてやってくれたんだけど、ここへ

来て私が思っているのは、政府系の金融機関にやっぱり手を打っていただいて、もうちょ

っと夏を乗り切ると言うんですかね、商工中金とか日本政策公庫とかに支援をいただけれ

ばと。一度我々の会に呼ぼうというような話も実はしていたんですよ。ここは予算を十二

分に持っているみたいですから、そこのお願いを是非してもらいたいと。まあ景気は底を

打ったような感じはしてますけども、まだまだ業種感によって違いますので、そこを是非

お願いしたいということ。

もう一点、先ほどらい、人材の問題で色々出ていますが、こういうふうに捉えていただ
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きたいと思うんです。今産業も高度化していますからね、工業高校の卒業生、まあ個人差

があるから一概には言わないですが、全体的に言いますとね、ワーカーとして装置を動か

すとか、精度のある仕事をするとか、こういうレベルなんですね。

それじゃあ製品の設計だとか開発だとか、こういう段階は皆さん言っているように、も

うちょっと上の高専クラスのレベルの専門教育を受けないと取引先から注文が取れないと

いう事情があるんですね。だから私は小規模でいいんで質の高まったような人たちがそれ

ぞれの企業に一人、二人回れば、ワーカーとその開発方で取引先に行っていろんな製品の

受注を取る上で、同じ言葉で話ができるんです。

そして、そこでこの工業技術センターの役割があるんですよ。中小企業は何千万なんて

いう機械をそれぞれ全部持てませんからね、作業する機械は買うけども、その信頼性を図

っていくことに使う機械はやっぱりここを利用するんですよ。その一体感、まあ人材とこ

こがセットにならないと中小企業としていい仕事ができないと。そういうふうに一つご理

解をいただいた中で、どうかできませんかという話なんですよ。

〔知事〕

なるほど、分かりました。

〔司会〕

それでは結びに知事から今日の感想を含めましてあいさつをお願いします。

〔知事〕

大変に貴重なお話をそれぞれ伺いまして本当にありがとうございました。やはり金融の

問題などは非常に切実な問題としてお話がありましたが、今おっしゃった政府系金融機関

等との連携ということも含めて、これは近々金融機関と集まって、確かに５月危機みたい

なことも言われたり、ここに来てこの先乗り切りきれるかということを言う方もずいぶん

ありますからですね、何とか一つ乗り切っていただくようにさらなる金融対策というよう

なものを充実をしたいというふうに思っております。

、 、 、その他 教育の問題 まあそれから地域の電線の地中下をはじめとする基盤整備の問題

それからいろんな申請書のこと、繰上償還を認めないとか、この辺は役人の悪いところで

すね、全くおっしゃるとおり。しかしこういうことも今日皆様方から伺ったから初めて分

かる話でございまして、大変に貴重なお話を承ったというふうに思っております。

今日のお話、できるだけ実現できるように、まああまり大風呂敷を広げて胸を叩くわけ

にもいかんわけですけど、それぞれ事情もあるでしょうから、よく担当にも聞きながら皆

さんのご要望が出来るだけ実現するように努力をしたいと思います。本当に貴重なお話を

ありがとうございました。今後ともまた一つ是非よろしくお願い申し上げます。どうもあ

りがとうございました。

（拍手）

〔司会〕

それではこれで『ひざづめ談議』を終了させていただきます。


